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北海道大学 

 模擬裁判に参加して被告人に対する判決を考えてみましょう 

先生（代表者） 山崎 優子（やまさき ゆうこ） 大学院文学研究科・専門研究員 
顔写真 

（代表者の顔写真を

貼り付けてくださ

い。） 

自 己 紹 介 専門は裁判心理学、認知心理学です。 子どもの頃、“人の考えや

判断がさまざまであること” に興味をもち、それが今の研究につな

がっています。趣味は散策です。夏は、大通公園やサクシュコトニ川

が流れる北海道大学構内の中央ローンで過ごすのが好きです。 

みなさんにお会いするのを今から楽しみにしています。 

開催日時・ 

主な募集対象 
平成２７年８月２日（日） 

（対象） 
中学生 

（人数） 
２４名 

集合場所・時間 札幌市資料館２階の研修室 （集合時間） 9：40 

開 催 会 場 

（集合場所） 

札幌市資料館 

住所：〒060-0042 札幌市中央区大通西 13 丁目 

アクセスマップ： http://www.s-shiryokan.jp/access.htm 

内 容 

 歴史ある札幌市資料館に来て模擬裁判に参加してみましょう。 

当日は、午前中に、元裁判官で現在弁護士としてご活躍の木

谷明先生、心理学者の名畑康之先生の講義を受講し、裁判で正

しい判決を下すために必要な法学と心理学の知識について学び

ます。午後からは、裁判員として模擬裁判に参加し、被告人に対

する判決を考えます。みなさんが、自由に意見交換や質問をでき

るようにサポートしますので、是非、気軽に参加してください。大

学院生や大学生もみなさんと一緒に考えてくれます。 

 

【札幌市資料館刑事法廷】 

スケジュール 持 ち 物 

9：40～10：00 

10：00～10：15 

10：15～10：45 

10：45～11：55 

11：55～13：00 

13：00～14：00 

14：00～14：10 

14：10～15：10 

15：10～15：40 

15：40～16：20 

16：20～17：00 

 

17：00 

受付（札幌市資料館２階の研修室に集合） 

開講式（オリエンテーション、科研費の説明） 

刑事法廷の見学 

講義受講（木谷先生・名畑先生)（途中休憩有） 

昼食タイム 

模擬裁判劇の視聴 

休憩 

有罪か無罪かについて評議（6 人グループ） 

おやつタイム（クッキーなどの軽食、お茶） 

評議の結果発表、総括、質疑応答 

修了式（アンケート記入、未来博士号授与、記

念撮影） 

終了・解散 

筆記用具・飲み物（昼食タイムとお

やつタイムの飲み物はご用意しま

す） 

 

 

特 記 事 項  

 

 

 

 

 

 



 

《お問い合わせ・お申し込み先》 

所 属 ・氏 名 ： 北海道大学 文学研究科・文学部 庶務担当 小関（おぜき） 

住 所 ： 〒060-0810 札幌市北区北 10 条西 8 丁目 

T E L 番 号 ： 011-706-3003 

F A X 番 号  ： 011-706-4803 

E - m a i l ： wwwadmin@let.hokudai.ac.jp 

申込締切日 ： 平成２７年７月２０日（月） 

 

 

《プログラムのテーマと関係する科研費》 

研究代表者 研究期間 研究種目 課題番号 研究課題名 

山崎 優子 H21-22 
若手研究（スタ

ートアップ） 
21830010 

裁判知識の理解と受容が裁判員の法的

判断の妥当性に及ぼす影響 

山崎 優子 H26-27 

新学術領域研

究（研究領域提

案型） 

26101708 
法律に対する市民の違和感を規定

する要因の心理学的検討 

 

 

 

 
★この科研費について、さらに詳しく知りたい方は、下記をクリック！ 

http://kaken.nii.ac.jp/ 

※国立情報学研究所の科研費データベースへリンクします。 

http://kaken.nii.ac.jp/

